
               

近
年
の
農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
担
い
手
の
減
少
、
高
齢
化

の
進
展
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、
国

内
の
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
加
え
て

国
際
化
に
よ
る
食
糧
の
輸
入
増
加

等
、
様
々
の
課
題
を
抱
え
る
な
か
、

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。 

 

我
が
豊
田
市
は
昨
年
四
月
の
合

併
に
よ
る
新
市
誕
生
に
伴
い
、
広
大

な
地
域
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
環

境
の
下
で
、
特
色
あ
る
農
業
経
営
の

確
立
を
目
指
す
の
は
勿
論
の
こ
と
、

都
市
の
形
成
や
、
農
山
村
住
民
と

都
市
住
民
と
の
交
流
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
農
業
、
農
村
の
も
つ
多
面
的

機
能
へ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、

優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
や
農
地
の

利
用
集
積
等
は
緊
急
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

生
産
者
は
国
際
競
争
力
を
高
め
る 

 

          
た
め
に
も
生
産
規
模
拡
大
や
効
率

性
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
農
業
委

員
の
一
人
と
し
て
農
家
の
方
へ
の
よ

き
相
談
相
手
と
な
り
、
変
動
す
る

農
地
農
政
の
規
正
改
革
の
動
き
に

的
確
に
対
応
し
、
皆
様
に
お
伝
え

す
る
こ
と
こ
そ
私
た
ち
の
使
命
で
あ

る
と
思
い
、
常
に
行
動
し
て
お
り
ま

す
。 

 

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
回
第
一
回

目
の
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
発

刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
た
よ
り
」
が
皆
様
へ
の
情
報
提
供
で

あ
る
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の
意
見

の
提
案
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
双

方
向
の
情
報
紙
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
に
親

し
み
を
も
っ
て
愛
さ
れ
る
「
た
よ
り
」

に
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
今
後
の

農
地
農
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
、
農
業
経
営
の
一
助
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

                                   

                                   

一
． 

農
地
を
売
買
し
た
り
貸
し
借
り
す
る
と
き
は
、 

農
地
法
第 

３
条
申
請 

（
他
に
、
期
間
を
限
定
し
て
賃
借
・
使
用
貸

借
関
係
を
結
ぶ
に
は
「
利
用
権
設
定
」
の
手

続
き
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
十
月
、
一
月
に
受

付
し
て
い
ま
す
。
） 

二
．
自
分
名
義
の
農
地
を
転
用
す
る
と
き
は 

農
地
法
第 

４
条
申
請 

 

三
．
他
人
名
義
の
土
地
を
買
っ
て
、 

あ
る
い
は
借
り
て
転
用
す
る
と
き
は 

農
地
法
第 

５
条
申
請 

 
 ※

農
地
を
住
宅
、
車
庫
、
工
場
、
倉
庫
、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
も
の
に
用
途
を
変
更
す

る
た
め
に
は
、
農
業
委
員
会
を
経
て
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
市
街
化
区
域
の
農
地
は
届
け
出

の
み
に
な
り
ま
す
。 

◆◇受 付 期 間◇◆ 

 

◇農地転用の申請◇ 

毎月１日～５日 

◇市街化農地の届け出◇ 

毎週火曜日〆切 

◇農振除外の申出◇ 

平成１８年９月以降の申出は平

成１９年３月１日〆切 

 

農地転用の申請・相談は 

農業委員会事務局まで 

電話 0565（34）6639 

市役所西庁舎７階農政課内 

 

 

 

 

 
 豊田市では、各地域から選出された４５名の農業委員が

これらの役割を担っています！ 

地域農業振興の推進 
 

②  農地行政を担う行政委員会 

農業経営基盤強化促進法による 
◇「認定農業者への支援」 
◇「農地の貸し借りの促進」 
◇「遊休農地の解消」など 

具体的には・・・ 

③ 農業者の公的代表組織 
農業関係団体や農業者・集落の声を行政・政策へ反映します。 

農業の担い手育成と農地の有効利

用を通じて地域農業の構造改革に

取り組みます。 

今年も農

地 パ ト ロ

ールを実

施 し て い

ます！ 

１２月に市長さんとの意見交換会を開催する予定です 

農地の売買や転用等について農業

者を代表する機関として公正に審査

します。 

毎月、総会を開催し農地転用等の 
審査をおこなっています 

とある月の総会風景・・・ 

認
定
農
業
者
の
審
査
会
を 

行
い
ま
し
た 

①  

発
刊
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

豊
田
市
農
業
委
員
会 

会
長 

甲
村 

茂 

創刊号 
平成１８年９月１日発行 
豊田市農業委員会 

 



 
 

    

私
の
家
は
、
猿
投
山
の
麓
の
乙
部

町
で
、
梨
と
桃
を
生
産
し
て
い
る
果

樹
専
業
農
家
で
す
。 

昨
年
農
業
委

員
に
選
任
さ
れ
、
不
安
と
戸
惑
い
の

中 

”
農
業
委
員
の
仕
事
と
は 

“
と

自
問
し
な
が
ら
一
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
家
族
協
定
の

締
結
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
家
族

協
定
」
と
は
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営

を
目
指
し
て
、
農
業
に
従
事
す
る
家

族
全
員
が
経
営
の
目
標
、
役
割
分
担
、

収
益
の
配
分
、
移
譲
計
画
や
暮
ら
し

方
な
ど
を
話
し
合
い
、
そ
れ
を
文
書

に
し
て
取
り
決
め
る
こ
と
で
す
。 

私
の
家
は
平
成
十
三
年
（
長
男
結
婚

四
年
目
）
に
、
私
た
ち
夫
婦
と
長
男

夫
婦
で
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
協
定

を
結
ん
で
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想

で
す
。 

（
経
営
主:

夫
）「
自
分
の
役
割
に
責

任
を
持
つ
よ
う
に
な
り
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。」 

（
配
偶
者:

私
）「
経
営
移
譲
を
経
営

主
六
十
歳
に
決
め
た
こ
と
に
よ
り
、 

          

後
継
者
夫
婦
に
や
る
気
が
出
て
き

た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。」 

（
後
継
者:

長
男
）「
給
料
や
休
日
は

以
前
よ
り
決
ま
っ
て
い
た
が
、
親
の

意
識
が
変
わ
り
、
仕
事
が
や
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
」 

（
後
継
者
の
配
偶
者:

長
男
の
妻
）

「
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、い
ろ
い

ろ
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
仕
事
に

つ
い
て
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な

り
や
る
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
」 

こ
の
よ
う
に
家
族
一
人
一
人
が

意
欲
と
や
り
が
い
が
持
て
る
よ
う

に
な
り
、
協
定
を
結
ん
で
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

家
族
構
成
は
、
夫
（ 

）
、私
（ 

）
、

長
男
（ 

）
、
長
男
の
妻
（ 

）
、
義

母
と
孫
二
人
の
計
七
人
家
族
。 

経

営
規
模
は
、
梨
二
二
〇
ア
ー
ル
、
桃

九
〇
ア
ー
ル
。 

 

     
 

      

嶋
田
さ
ん
は
永
年
会
社
勤
め
を

さ
れ
て
い
た
方
で
す
が
、
五
十
歳
ぐ

ら
い
か
ら
退
職
後
の
生
き
が
い
に

つ
い
て
考
え
、
生
涯
現
役
で
活
躍
で

き
る
職
場
を
つ
く
る
た
め
就
農
と

い
う
道
を
選
ば
れ
ま
し
た
。
五
十
五

歳
の
退
職
と
同
時
に
、
県
農
大
の

「
農
業
者
生
涯
教
育
研
修
（
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
研
修
）
」
を
一
年
間

受
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
、
取
り
組
み

や
す
い
作
物
、
ま
た
、
人
に
（
自
分

に
）
優
し
い
営
農
は
何
か
と
考
え
ら

れ
、
高
齢
に
な
っ
て
も
作
業
に
耐
え

ら
れ
、
自
分
の
条
件
に
合
っ
た
も
の

は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
イ
チ
ゴ

の
高
設
栽
培
を
手
が
け
た
そ
う
で

す
。 

 

豊
田
市
で
は
九
十
五
％
が
土
耕 

 

           

栽
培
で
高
設
栽
培
は
ま
だ
少
な
く
、 

難
し
い
面
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
今
は
一
、
二
〇
〇
㎡
の
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
と
二
〇
〇
㎡
の
育
苗
ハ
ウ

ス
で
の
作
付
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

今
は
農
業
一
年
生
で
あ
り
ま
す

が
、
生
涯
の
仕
事
と
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
自
分
の
仕
事
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
苦
労
の
中
に
も
、
し
っ
か

り
と
計
画
を
立
て
、
目
標
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
嶋
田
さ
ん
に

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
心
、
安
全
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を

み
な
さ
ん
に
届
け
て
く
だ
さ
い
！ 

農
業
特
派
員 

有
我
淳
子 

（
農
業
委
員
） 

 

 
 

 
 

 

    

こ
こ
数
年
、
獣
害
、
特
に
猪
の
被

害
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
豊

田
市
の
山
間
地
、
私
の
担
当
す
る
旧

下
山
西
部
地
区
に
あ
っ
て
も
、
秋
か

ら
春
に
か
け
て
は
一
段
と
そ
の
活

動
は
活
発
化
し
ま
す
。
山
芋
、
竹
の

子
、く
ず
の
根
等
こ
と
ご
と
く
猪
の

食
料
と
化
し
て
至
る
と
こ
ろ
穴
だ

ら
け
。
何
よ
り
も
丹
精
こ
め
た
作
物

は
荒
ら
さ
れ
放
題
な
の
で
す
。 

農
業
委
員
の
立
場
で
一
番
の
懸

念
は
、
山
間
地
の
農
地
は
オ
ジ
イ
チ

ャ
ン
、
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
の
手
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。
猪
の
活
動
に
よ
っ
て
「
耕

作
意
欲
」
が
そ
が
れ
て
し
ま
い
、
耕

作
の
放
棄
地
の
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
が
一
番
の
心
配
で
す
。捕
獲
に

よ
る
頭
数
の
削
減
、
絶
対
数
を
減
ら 

       

    

す
こ
と
に
手
を
抜
く
と
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
最
近
で
は
、

サ
ル
、
シ
カ
、
日
本
カ
モ
シ
カ
等
の

被
害
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
確
実
に
増
え
つ
づ
け
る
野

生
の
動
物
、
遠
目
で
は
「
か
わ
い
い
」

で
片
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
ん
の
数

年
前
に
は
経
験
し
な
か
っ
た
光
景

が
今
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
日
々
、
野
生
動
物
と
の
戦

い
が
中
山
間
地
の
農
業
の
実
態
で

す
。
今
後
、
猪
が
矢
作
川
を
い
つ
渡

る
か
・
・
・ 

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
サ
ム
ラ
イ
ブ

ル
ー
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
猪
が

豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
辺
り
に
出
没
す

る
日
も
間
近
な
の
で
は
・
・
・
。 

 

女
性
の
農
業
観  

 

梅
村
し
ず
子 

（
農
業
委
員
） 

豊田市でも南部の畝部地区で新規就農され 

ました嶋田
し ま だ

金善
かねよし

さんを紹介したいと思います 

山
間
地
の
農
業 

農
業
委
員 

中
根
清
茂 

第一号発行を終えて 
 
 情報の提供、提案紙として
発行しましたが、今後も農政
等の情報提供と、広大な市域
の農家の紹介等をしていきた
いと思いますので、各地区の
農業委員さんまで情報提供い
ただければ幸いです。 
       （編集長 原田）
 
 
＜編集委員＞ 
 
原田正嗣、有我淳子、梅村しず子、
川合延昌、川角宇生、窪田清一、
近藤義彦、中根清茂、西尾清二郎、
光輪龍雄  （以上、農業委員）
杉山、板倉、鈴木（美） 

（以上、事務局） 

家
族
協
定
を
結
ん
で 

59 

55 

34 

34 


